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惹きつけるチカラって

February 28, 2025

　ひとを惹きつけるものってなんだろう。

　美味しそうなにおいにつられて焼き鳥を

買って帰ったり、カフェで聴いた音楽に心を

摑まれ検索してダウンロードしたり、もふも

ふの手触りに癒されて人形を手に取ったり、

つまんだ一口が美味しくて箱買いしたり。思

い返すと自分がそうだったように、ひとは五

感に導かれて、“つい”行動を起こす。

　想定外の“つい”は無意識なのだから、提

供する側は、まずは気づいてもらえるよう五

感に働きかける何かしらが大切だ。次の行動

が起きるように心理を読んで、五感にタッチ

するように、ものごとを置いていく。これが

ビジネスの場となっても、ひとの法則は変わ

らない。

　今号では「空間デザイン“集客 ”と ”場 ”

をプロデュースする」をテーマに特集した。

　例えば、展示会という場に着目してみよう。

ここでは、来場者は大小様々なブースと出展

担当者の間を、じっと（あるいはサラリとし

た視点で）黙視しながら、情報を取捨選択し

ている。そのような対象を相手に、出展者は

どう情報を立体的に置くか、視覚にアプロー

チする。

　ひとの心理を読み、提供者の思いを届ける、

　場の設計図を描くのが空間デザイナーだ。

空間デザインの仕掛けの一端を、特集では、

さまざまなタイプの事例から紐解き、メソッ

ドを聴いた。

　“つい”は理屈じゃないけど、“つい”を引

き出すロジックはあるのだ。
（編集部・樋口陽子）
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特集 空間デザインで
 “集客”と”場”をプロデュースする
                  

展示会開催宣言！
「第8回 
マーケティングWeek -春 2025-」
RX Japan株式会社
矢島 大地さん
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人々が集う"イベント"には、そこでしか味わえない体験価値が求められている。製品や情報を「見せる」から、ストーリーの「体感」領域へ
と深化した空間デザイン。本特集では、リアルな場の可能性を最大限に引き出し、来場者を惹きつけ、多様な技法を駆使する先駆者たちに話をう
かがい、企業ブランドや都市の魅力を高める空間デザインの新時代を紐解く。

空間デザインで“集客”と ”場”を
プロデュースする

　空間デザインへの要望は、10年前と比べる

と大きく変化している。「見た目の美しさやス

タイリッシュさは当然で、社会課題への具体

的な解決策、商品開発者の想いを伝えること、

といったように案件ごとに多様な付加価値が

求められる」と語るのは、展示会などの空間

デザインを行う昭栄美術の川村渉さんだ。

　自動車メーカーの展示会出展では、新車を

恰好良く展示をすることがゴールではなく、

来場者の心に「ときめき」を生み、「乗ってみ

たい」「詳しく知りたい」という欲求を喚起す

ることが求められ、川村さんは、来場者の想

像力を刺激する演出案を多数考えた。

　“西海岸を走るスポーツカー”の展示では背

景に青空やヤシの木の造作をつくるだけでな

く、ホイールにどのように反射して、来場者

に見えるかといったところまで、計算してデ

ザインした。またエンジンなどの技術的な特

徴を視覚的な体験として再構築するため、車

両やその周辺を重厚感あるカラーリングにす

るため、どのブラックが最適か試行錯誤する。

　開発者の高い技術と想いを、来場者にスト

レートにぶつけても伝わりづらい。そこで技

術情報を一般の方にわかりやすく“翻訳”す

ることが川村さんの演出のポイントだ。

　空間デザインは「デートプランを考えるよ

うなもの」と川村さんは話す。まずは案件に

求められているものを徹底的に研究する。高

級レストランが良いかと思い頑張っても、恋

人は落ち着いた居酒屋の気分かもしれない。

　　「私はアーティストではなく、デザイ

ナー」。この言葉には、広告媒体としての展示

ブースづくりの本質が集約されている。ブー

スデザインには正解や必勝法はなく、顧客の

要望や市場動向、来場者層、などにより最適

な解決策は異なる。時には現場の状況を見て

会期中に変更をすることもある。来場者の心

を掴む空間を作り出すため、川村さんのデー

トプランは常にアップデート、挑戦は終わら

ない。

CASE STUDY❶

昭栄美術

翻訳者はデートプランを考える

株式会社 昭栄美術
クリエイティブ部
スペースデザイン課　
チーフデザイナー

川村  渉さん     

ユニバーサルカーニバル×サミーフェスティバル 2024

東京　神奈川　千葉　大阪　宮城
https://www.j-ss.jp/
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　大阪・中之島の冬の風物詩「OSAKA光の

ルネサンス2024」。水都大阪のシンボルとして

親しまれる中央公会堂で展開されたプロジェ

クションマッピングは、建築の歴史と現代のテ

クノロジーが融合した新しい表現だった。

「今回のテーマは"Flourish（繁栄）"。中央公

会堂の建設を支援した岩本栄之助から現在に

至るまで、この場所に込められた人々の思い

を、美しい花々の映像で表現しました」と語

るのは、演出を手がけたシムディレクトの阿部

いずみさんだ。　

　7分間のショーは、建物の特徴的なルネサ

ンス様式を活かしながら、水の波紋、クラゲ、

花々、氷のクリスタルなど多彩な映像表現で

観客を魅了する。特に印象的なのは、建物全

体が手描きの油彩画に変化するシーン。建築

の輪郭線が揺らぎながら描かれていく様子は、

巨大な絵画が生まれる瞬間を見るようだ。

　「単に映像の美しさだけでなく、見た人それ

ぞれが違った解釈や思い出を持ち帰ってほし

い」と阿部さん。そのため、建物内部の特別

室に描かれた天井画や、ステンドグラスといっ

た建築の細部にまつわるストーリーを映像の

随所に散りばめた。

　阿部さんの演出で特徴的なのは、空間だけ

　「何もない場所を、人が集まる場所に変える

仕事」と西尾レントオール東日本施設営業課

の七井勉さんは現在の取組みを説明する。イ

ベント用機材のレンタルで知られる同社のな

かで、公園や遊休地などに賑わいの場を提供

する事業を展開。設備の提供を超え空間価値

を高める戦略的な提案として、エリアマネジメ

ントの観点からも注目を集めている。

　七井さんが力を入れているのが、パレット

噴水を活用した空間づくり。噴水の設計から

プログラミング、保管、メンテナンスまでを専

門会社と協業し、多彩な演出を“お任せ”で実

現できる。施設側の人的負担はほぼ不要だ。

　「子供たちが水遊びを楽しむ姿は、自然と人

を引き寄せる」（七井さん）。噴水の周りには

保護者が集まり、そこに風に強い設計のテン

トやテーブルを設置することで、さらなる賑わ

いの輪が広がっていく。普通のスーパーマー

ケットが『噴水がある場所』として認知され、

集客力が向上。水遊びは熱中症対策としても

効果的だ。

　買い物客の利便性向上や長時間の滞在を促

すことで、地域全体の活性化にもつながって

いく。「施設の価値を維持・向上させるには、

ハード面の整備だけでなく、人々が集まり、

でなく時間軸もデザインしている点だ。「後か

ら気づくのも作品の一部。推理小説の伏線回

収のように、時間が経ってから『あの演出に

はこんな意味があったのか』と発見する喜び

を大切にしています」

　大阪市と連携し、現場では警備スタッフに

各シーンの解説資料を用意し、興味を持った

観客の問いに応えられる体制を整えた。イベ

ント終了後も、作品の新たな解釈や発見が広

がっていく。空間と時間を超えて熟成する体

験の可能性を示した意欲作だ。

交流する場づくりが重要」と七井さんは言う。

　　冬は電気式パラソルヒーターの導入を検

討中。固定的なインフラでなく、必要な時期に

必要な機能を提供し、場の価値を最大化する。

それは、仮設だからこそできる柔軟な発想で、

都市の遊休地活用に新たな示唆を与えている。

　モノの貸し出しから、賑わいの場を創造す

るソリューション・プロバイダーへ事業展開。

施設や地域の価値向上に寄与するという視点

から、空間デザインは進化をしていく。

CASE STUDY❷ SOLUTION

シムディレクト

体験空間と時間軸の伏線回収演出
西尾レントオール

空き地を賑わいの場にデザイン

株式会社シムディレクト
プロデューサー

阿部いずみ さん

西尾レントオール株式会社
RA東日本営業部 
東日本施設営業課 主任

七井勉 さん

大阪市中央公会堂が絵画調に 噴水の設置で場に付加価値を
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　「集客するブースとは。空間デザインはどの

ようにオーダーすると良いのだろうか」

　出展者には何を訴求するか、どんな伝え方

が必要か、さまざまに課題がある。

 「展示会ブースデザインの考え方」をテーマ

に、ブースを発注したカルチュア・コンビニ

エンス・クラブ株式会社（以下、CCC）の

高戸佑輔さんとデザインを担当したSUPER 

PENGUIN株式会社の竹村尚久さんの対談

が、2月に商店建築LOUNGE（「東京インター

ナショナル・ギフト・ショー春2025第17回LIFE

×DESIGN」内）で行われ、出展準備中の企業

や空間デザイナーに向けて、考え方のヒントを

提供した。

　CCCの高戸さんは、当初の悩みとして「出

展した『SCビジネスフェア』の来場者には

TSUTAYAや蔦屋書店などの店舗運営事業

でCCCを認知いただいている方が少なくあり

ません。ただ、今回は新事業の企画コンサル

ティングについて知ってほしい。新たな認知

獲得と打出しに課題がありました」と話す。

また、展示対象はインパクトあるモノや動きの

ある実機などの有形商品ではなく、説明を必

要とする無形商品だ。「会社名を打ち出すだけ

では来場者から『CCCも出展しているね』と、

遠目からの確認で過ぎ去ってしまいかねない。

それでは新事業の訴求にまでたどり着かない

のでは」との懸念があった。

　SUPER PENGUINの竹村さんは、展示会

での来場者の認知心理から、集客の「基本の

３原則」のメソッドに沿って、CCCブースの

空間デザインについて解説した。

　「基本の３原則」の一つめはブースまで来場

者が歩く導線の４方向の視線から“「何を扱っ

ているか」がわかりやすいか”、二つめはブー

スの近距離にいる来場者に気づきを生む“「通

路脇」に展示台を置いているか”、三つめは足

を止めた来場者への声がけ時に“圧迫感ある

「待ち方」になっていないか”。三つめに“人”

の待機方法を含めている点が面白い。待機位

置や振る舞いも空間デザインの一部なのだ。

　竹村さんは対談でブースデザインにできる

ことを「２つの軸」でこう説明する。

　「最強の結果を出すには、印象を整える『デ

ザイン性』と、来場者を集める施策としての『集

客力』を両立させること」（竹村）

　集客の向こう側までの設計が必要だ。

CCCブース
展示会：「SCビジネスフェア 2025」 
サイズ：２小間（間口６m×奥行き３m×高さ2.7m）
デザイン：SUPER PENGUIN 株式会社

「展示会ブースデザインの考え方」をテーマに
対談する
CCC高戸 佑輔さん（左）
SUPER PENGUIN竹村 尚久さん（右）

「SCビジネスフェア2025」に出展し
たCCCブース。企画コンサルティン
グの新事業を訴求し来場者で賑わう

ブース正面に企業名はない。
上部の看板に視線がいく

展示台は通路の際にあ
ると来場者は立ち寄り
やすい。奥の配置では
ブースに入るハードル
が生まれる

ブース対応スタッフはブース内や正面に立つと圧迫感
を与えて入りづらくなる。声かけは斜め後ろから

待機方法のひと工夫
が集客の先の接客、
商談へつながる

ブースサイドの壁面グラフィックから
印象を伝えるデザイン。掲げる言葉は
抽象的なメッセージや企業理念ではな
く、扱っているものが何か表現する

集客の「基本の３原則」を写真で解説

集客の「基本の３原則」① 
 「何を扱っているか」がわかりやすいか

集客の「基本の３原則」②  
「通路脇」に展示台を置いているか

集客の「基本の３原則」③
圧迫感ある「待ち方」になっていないか

伝えたいメッセージが、一人ひとりの足をどう止め、ブースに留めるのか、
“集客”の鍵の一つが空間デザインだ。集客の「基本の３原則」を写真で解説する

CASE STUDY❸

CCC× SUPER PENGUIN

集客するブース「基本３原則」実践
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　ポートメッセなごやは2月18日、

展示会やイベントの安全対策と持続

可能性をテーマにした「イベント安

全対策シンポジウム」を開催した。

業界団体や気象庁などから講師を招

き、安全管理やサステナビリティへ

の具体的なアプローチについて議論

を展開した。　

　開会にあたり、ポートメッセなご

やの愛屋博司館長は「天候や災害へ

の対応、施工事故や火気事故への対

策など、主催者の懸念に対して会場

としてどう対処するかが課題。近年

ではサステナブル対応も求められて

おり、具体的な方策を共有する場と

したい」と開催の意図を述べた。

　第1部では、（一社）日本展示会協

会安全対策委員会の梶原靖志委員長

が、展示会の搬入・搬出時の安全ガ

イドラインについて解説。「作業者だ

けでなく、主催者や出展者を含めた

総合的な安全対策が必要」と強調し、

全員のヘルメット着用義務化や熱中

症対策として28度以上での空調稼

働などの具体策を示した。　

　気象庁名古屋地方気象台の仲岡茂

さんは、5段階の警戒レベルに対応

した防災気象情報の活用を提案。特

に、「警報級の可能性」の情報を活用

し、事前の備えの重要性を訴えた。

　㈱日経イベント・プロの安藤英賢

さんは、東日本大震災時の展示会で

の実体験を共有。「地震発生から1

分後に対策本部を設置し、15時に開

催中止を決断した」と初動対応を振

り返り、「通信手段の確保や訓練の重

要性、中止判断のための意思決定プ

ロセスの確立が必要」と提言した。

　第2部では、サステナビリティを

テーマに議論が展開された。㈱博

展の白川陽一さんは、サステナブル

MICEガイドブックの活用事例を紹

介。「ガイドラインではなくガイドブッ

クとすることで、各社の状況に応じ

た柔軟な活用を可能にした」と説明

した。㈱セレスポの越川延明さんは、

具体的な取り組みとして、持続可能

な調達の実践例を紹介。「サプライ

ヤーとの対話を重視し、ルールの押

し付けではなく、コミュニケーション

を通じた理解促進を図っている」と

述べた。また、CO2排出量の正確な

測定と公開、廃棄物のリサイクル率

向上などの取り組みも報告された。

　シンポジウムには15社が出展し、

安全対策機器や環境配慮型の展示資

材など、具体的なソリューションも

紹介。イベント業界における安全性

と持続可能性に向けた実践的な知見

が共有される機会となった。

イベントレポート

ポートメッセなごや イベント安全対策シンポジウム

展示会の未来像、安全とSDGsで描く

各分野の専門家・実施者が安全な実施のため知見を共有

　マーケティングWeekは、年3回

（東京2回、大阪1回）開催される

日本最大級のマーケティング展示会。

2009年に初開催され、ノベルティ雑

貨が集まる販促EXPO、営業支援

IT、営業代行の営業支援EXPOなど、

マーケティング関連の9つの専門展

示会で構成される。

　他のマーケティング関連イベント

との大きな違いは、デジタルマーケ

ティングに特化するのではなく、販

促グッズ・雑貨などのアナログ施策

も含めて、幅広くマーケティング全

般を網羅する点だ。

　Web・SNS 活用EXPO では、

TikTokや Instagramの企業活用も

増加しており、SNS運用代行会社や

コンサルティング会社のほか、ショー

ト動画の制作会社の出展が目立つ。

また、生成AIを活用したクリエイ

ティブTech EXPOも注目を集める。

　今回初開催のマーケター採用・育

成支援EXPOは、マーケ人材の不

足に悩む企業の要望に応えたもの。

　同じく初開催のインバウンド集客

フェアは、訪日外客需要の高まりを

受け、小売店はもちろん、BtoB企

業やメーカーなど、業種を問わず高

まっているインバウンド向けマーケ

ティングへの関心に応えるソリュー

ションが集結する。　

　セミナープログラムは講演数を1.5

倍に増やし、より細分化されたニー

ズに応える。クー・マーケティング・

カンパニーの音部大輔さんや、X（X 

Corp.Japan）の松山歩さんなど、各

分野で活躍する著名マーケターが登

壇する。「各社のノウハウを公開して

いただくのは簡単ではありませんが、

業界全体の発展のために、多くの方々

にご協力いただいています」と矢島

さんは語る。

RX Japan自体の
マーケ手法も進化

　以前は来場促進の電話やメールな

ど積極的なアプローチによる集客が

特長だったが、今は様変わりした。「一

方的な情報発信をやめ、来場者が求

める情報を適切なタイミングで届け

るようになりました。業界の皆さまの

声を丁寧に聞き、展示会を作り上げ

ています」と矢島さんは語る。

　社名変更、田中新社長の就任、オ

フィス移転など、同社内の大きな変

革は、マーケティング手法も変えた。

社員自身がセミナーに参加してマー

ケティングを学び、企画立案もボト

ムアップ型に変わった。

　RX Japanは年間2万社の出展者

とのやり取りを通じ、マーケターとの

接点を持つ。その強みを活かしなが

ら、「来場者の質と量へのこだわり」

という創業以来の理念を守り続けて

いる。進化の著しいマーケティング

業界にあって、16年の歴史を持ちな

がらも常に進化を続ける同展。今回

も業界の「今」を体感できる充実の

3日間となりそうだ。

販促グッズからデジタルまで
マーケの今を映し出す

　マーケティングの最新トレンドが集結する「マーケティング
Week - 春 2025-」が4月2日から4日まで、東京ビッグサ
イトで開催される。250社が出展予定の今回は、マーケター採
用・育成支援EXPOとインバウンド集客フェアを新設し、セ
ミナー数も1.5倍に増やすなど、さらなる進化を遂げる。　

RX Japan株式会社 
第四事業本部長  

矢島 大地 さん     

■ 開催概要
名称： 第8回 マーケティング
　　　Week -春 2025-
会期： 4月2日（水）～4日（金）
 10：00-17：00
会場： 東京ビッグサイト 南展示棟

第8回 マーケティングWeek 
- 春 2025-“ ”

展示会  開催宣言！

デジタル施策だけでなく、チラシや販売グッズの出展も多いマーケティングWeek

【展示会開催宣言／Report】
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歴史ある橿原に新工場『飛鳥スタジオ』開所
サクラインターナショナルの新たな生産・物流拠点が誕生

大阪まで約1時間、愛知・名古屋にも好アクセスの地に開業した飛鳥スタジオ 多くの来賓が訪れた。左下）内覧会のようす　右下）挨拶する妙代金幸社長

世界遺産目指す歴史の街に
最新設備の工場を建設

　橿原市は日本建国の地として知ら

れる歴史的な地域。『古事記』や『日

本書紀』によると、初代天皇である

神武天皇が紀元前660年に橿原宮

で即位したとされている。694年に

は、日本最初の都城である「藤原京」

が橿原の地に造営された。サクライ

ンターナショナルの飛鳥スタジオは、

藤原京の跡地に建造され、古代から

の歴史と現代の技術が交差する象徴

的な場所となる。

　開所式に出席した橿原市総合政策

参与の吉田晴行氏は亀田忠彦市長か

らの「耳成山の世界文化遺産登録へ

の動きなど、国際的な文化や最先端

のプロジェクトが進む中、サクライ

ンターナショナルの国内外でのイベ

ント運営・展示会プロデュースの実

績は、橿原市のPRと地域経済の活

性化に大きく寄与するものと期待し

ています」というメッセージを同社

の社員や来賓に伝えた。

関西・東海のイベントを
支える設備と在庫
　飛鳥スタジオは、JR畝傍駅と近鉄

大和八木駅の近郊に位置し、大阪ま

で車で約1時間、名古屋へのアクセ

スも良好で、物流面での優位性を持

つ。敷地面積1100坪を誇り、事務

所棟（200坪・2階建て）と工場棟（420

坪）で構成される。天井高は最大9.6m

に達し、5m×6mの大型シャッター

を備えている。

　同社の生産拠点は、1990年2月に

東吉野村に設置した第一工場から始

まり、現在は第六工場まで拡大。東

京工場の1190坪と合わせ、飛鳥ス

タジオの稼働により、大幅な生産能

力の拡大を実現した。飛鳥スタジオ

と東吉野工場と合わせて4000小間

規模の在庫と出荷量を確保し、15ト

ントラック30台分以上の装飾資材を

扱える生産能力を持つ。

　また本工場には、新しい展示資材

であるファブリックシステムを在庫

する。この資材はグラフィックが鮮

やかなだけでなく大型の物にも対応、

内照式照明や複雑なアール形状など

にも対応可能。廃棄物も少なく環境

性にも優れている。海外ではすでに

多用されており今後普及が期待され

る資材だ。

　施設見学会で工場長の伊藤佑二氏

は、最新鋭の生産設備と充実した在

庫を紹介した。昇降型パネルソーは、

3050mm幅までの板材を切断加工で

きる大型のものを2台導入。5800×

2000mmのポリカーボネート原材料

を加工できるツインパネル設備も特

徴的。通常の50倍の耐衝撃性を持

ちながら軽量で自己消化性に優れて

おり、防炎試験もクリアしている。

　簡易作業場には最新のラミネー

ターを設置し、サイン張りを熟練の

職人でなくてもスイッチ操作で簡単

に行える工夫を施している。独自開

発の管理出荷システムでは、商品に

バーコードを発行し、出荷からトラッ

クへの積み込みまでを自動で管理で

きる。

　工場内にはGDO（グラフィック

デザインオペレーション）部門も設

置され、大型印刷にも対応。4トン、

10トンの中型・大型免許を持つ社員

による自社運搬体制も整備している。

最新の印刷機、加工機や物流機器の

導入により、展示会業界における新

たな生産・物流の拠点として、さら

なる発展が期待される。

　サクラインターナショナルの妙代

金幸社長は、「橿原市の歴史ある地に、

耳成山のふもと、藤原京の参道の跡

地で事業を展開できることを光栄に

思います」と述べた上で、今後の展

望について「IPO(株式上場 )を目指

し、短期目標として売上高300億円、

将来的には1000億円、利益100億

円に向かって従業員の皆さんと邁進

します。地球上のどこでも事業展開

できる企業としてさらなる成長をし

ていきたい」と意気込みを語った。

国内外の展示会・イベントの企画・運営・装飾施工で多くの実績を持つサクラインターナショナル株式
会社は、関西圏での生産体制を強化すべく、奈良県橿原市に新工場「飛鳥スタジオ」をオープン。1月
30日に開所式を執り行った。最新鋭の生産設備と自社物流体制を整備し、年間4000件以上のイベン
トに対応可能な供給能力を確保。将来の企業ビジョンなども発表し、新たな成長戦略を展開する。
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イベントレポート

　1月23日、“よい”プロジェクトを

増やすコミュニティ、一般社団法人

Good Project Association が設立さ

れた。誰もが必要な時に、必要な変

化を生み出せる世の中を目指し、そ

の手段としてのプロジェクト実装や

プロジェクト推進の知見を共有・普

及することを目的とするもの。

　２月19には、初のキックオフイベ

ントとして「『みんなで考える、これ

からのプロジェクトクリエイション』

Good Project Associationキックオ

フ ～ プロジェクトマネジメントを捉

え直そう～」も実施され、トークセッ

ションと交流会が行われた。

　冒頭の挨拶で代表理事の清水千晶

さんは「不確実性の高い時代にプロ

ジェクト推進の仲間づくりをしてい

　「GALAは、フランス語で祭典と

いう意味もあるが、寄附をしながら

GALAという形でパーティーを行う

という意味を採用し、この地域に相

応しいと考え『TechGALA』とした」

　２月４日から６日の３日間、愛

知・名古屋の中日カンファレンスや

STATION Ai など、複数拠点の会

場で展開する「TechGALA」が初

開催された。

　オープニングリマークで、総合プ

ロデューサーを務めた奥田浩美さん

は、「TechGALA」命名の意図を冒

頭のように説明し、「開催地の愛知・

名古屋は、世界で活躍している企業

こう、というのが設立の趣旨。越境

を大事にしている」と説明。トーク

セッション前には「あなたにとって

“よい”プロジェクトとは？」という

問いを投げかけ、みんなで考える参

が多い。多くの企業が次の世代を思

い、自ら次世代を作っていく」とい

う方向性を示した。

　初開催の初日には、登録者は5,000

名を達成。登壇者数400名以上、出

展社数140社、サイドイベントも90

以上と当初の目標を超える。

　「多くのコンテンツがあり、おそら

く3日間通しても全て参加しきれな

い」との宣言の通り、初日・２日目

の２日間は、カンファレンスだけで

も４拠点・９トラックで進行。３日目

は栄地区から鶴舞地区のSTATION 

Aiへ拠点を移し、８トラックを実施。

展示、ハッカソンやピッチコンテス

加型のスタイルで展開された。

　PM経験者や経営者、クリエイ

ター・IT・自治体関係者など、さま

ざまな職種・業種から多様な参加者

が集まっていた 。

ト、ネットワーキングパーティなど多

彩なプログラムで展開された。

　また、サイドイベントは早朝から

夜まで実施されており、参加数は10

名以下から100名規模まで様々。規

模ではなく、主催をするアクション

が重要という意図があり、オーガナ

イザーを醸成する機会となっていた。

 カンファレンスのセッションは、モ

ビリティ、マテリアル、宇宙産業、

ライフサイエンスなど、テーマが多

岐に渡り、登壇者にも起業家、起業

支援者だけでなく、SF作家、スペキュ

ラティブデザイナーなど多様さも見

どころ。キーコンセプトの“地球の

未来を拓くテクノロジーの祭典”と

いう視座の高さの表していた。

　主催したのは、一般社団法人中部

経済連合会、名古屋大学、愛知県、

名古屋市、浜松市等で構成され、愛

知、名古屋、浜松地域のスタートアッ

プ・エコシステムの形成を目指す、

Central Japan Startup Ecosystem 

Consortium。優れた人材・技術・

資金を呼び込み、発展を続けるエコ

システム形成への本腰を目撃した。
（編集部・樋口陽子）

あなたにとって“よい”プロジェクトとは
―― 般社団法人Good Project  Association

次世代への寄附 エコシステム形成に本腰
―― TechGALA

バーチャルプロレス スペシャルマッチ 「清宮海斗 vs拳王」powered by Ponta パス

オープニングリマークに登壇した（写真左から）愛知県知事大村秀章氏、一般社団
法人中部経済連合会会長水野明久氏、TechGALA総合プロデューサー奥田浩美氏、
東海国立大学機構機構長松尾清一氏、名古屋市長広沢一郎氏

設立のキックオフイベント

ついにレフェリー距離！？
―― STYLY Spatial Computing Lab

　STYLY、KDDI、KDDI 総合研

究所、AbemaTVは２月６日、自由

視点で臨場感あふれるプロレス映像

が楽しめる、Apple Vision Pro向け

3D映像コンテンツ『バーチャルプロ

レス スペシャルマッチ 「清宮海斗vs

拳王」powered by Pontaパス』を

開発した。

　STYLY 提 供 の Apple Vision 

Pro対応プラットフォームおよび 

KDDI総合研究所が提供する3D

メッシュ映像の圧縮技術を活用し、

AbemaTVとプロレスリング・ノア

の制作協力のもと、対戦を360度好

きな角度からレフェリーと同じ距離

で楽しめる。

DAY１・DAY２
写真左：中日ビル・中日ホール
写真中：ナディアパーク
写真右：オアシス21・銀河の広場

DAY３
写真左：最終日は鶴舞地区
の日本最大級のオープンイ
ノベーション拠点STATION 
Aiへ拠点を移し実施。
写真右：TechGALA主催の
ハッカソン「HackGALA」
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　休館日の夜、国立新美術館を貸

切り、ガラスのカーテンウォールを

ライティングで深い青色に染めて参

加者を迎えた「TOKYO UNIQUE 

VENUE SHOWCASE EVENT」。

　館内に入ると、天井高が21.6メー

トルあるエントランスロビーの気持

ちのよい吹き抜け空間と巨大な逆円

錐が特徴的だ。その巨大な逆円錐

のコンクリート壁をプロジェクショ

ンマッピングでダイナミックに演出。

DJブース、大空間を活かしたドロー

ンのショーに参加者は顔を上向け、

テンションの上がった表情を浮かべ

る。国立新美術館は一夜限りの特別

なイベント会場へと変貌していた。

300名が体感
　（公財）東京観光財団では、MICE

のユニークベニュー活用を推進する

ため、都内ユニークベニュー施設を

紹介するwebサイトやPDFパンフ

レットを制作している。また、情報

発信だけではなく、都内ユニークベ

ニューの魅力や多様な活用方法の提

案として、「ショーケースイベント」

を５年前から実施している。これま

で竹芝や日本橋エリア、墨田エリア

では複数施設を会場に、地域連携を

テーマで展開。実際に昨年はショー

ケース参加者がイベント会場と同じ

施設で社内表彰イベントを実施する

といった実績も生まれている。

　「国立新美術館」でのショーケース

では約300名を招待し、対象者の規

模と幅の拡大からユニークベニュー

活用の裾野を広げようという試みを

感じる。

専任担当者の存在知る機会に
　参加者からは「美術館を貸し切っ

ての演出、終始心が動かされました」

（IT企業マーケティング部署でイベ

ント担当）、「貸し切り利用できると

は知らなかった。専任担当者の方と

も会えてよかった」（IT企業カスタ

マーサクセス部門でイベント企画担

当）といった声も聞かれた。

　国立新美術館にはユニークベ

ニュー活用の窓口になっている専任

の担当者がおり、これまでファッショ

ンショーやレセプションパーティなど

の実施実績があるものの、非公開イ

ベントという事情から、あまり知られ

ていないのだという。

　この機会にと、参加者らが担当者

を囲んで具体的な質問を投げかけ、

VIP向け交流会やコミュニティイベ

ントなど、それぞれのMICEイベン

トをイメージアップする姿も見られ

た。

　今回、年間200万人が来館する人

気施設「国立新美術館」での実施は、

東京のナイトタイムにおける活用も

意識したもの。DMO六本木の協力

もあり、イベント前後にエリアのナイ

トタイム体験につなぐ連携の契機に

もなっていた。

　国際都市間でのMICE開催地競

争という大きな視点でも、主催者の

ビジネスイベントの開催目的の視点

でも、ユニークベニュー戦略は都

市体験やステークホルダーとのエン

ゲージメントを高める効果が期待さ

れる。

8 【Report】

読者Profile

大手メーカーマーケター 製薬会社
ミーティングプランナー

IT 企業向け
マーケティングサポーター

▶  年間イベント件数：約20件
 デジタルマーケティングと
　オフラインを組み合わせて
　販促とファンづくりに

▶  年間イベント件数：100件超
 業界のファーストムーバーとして
 異業種のトレンドを知り
 講演会に活かしたい

▶  年間イベント件数：約150件
 イベントマーケティングに関わる
 テクノロジーやツールについて
 情報収集したい

毎月30日発行
定期送付申し込み
発行所 : 株式会社 MICE 研究所
〒105-0004 東京都港区新橋 5-12-9
ABC ビル ５F
TEL03-6721-5303
sofu@event-marketing.co.jp

毎月30日発行
読者Profile読者

FREE PAPER

特 集
イベントマーケティングのトレンドを

国内外の事例や動向から分析し、
マーケター・イベンターの

皆さんと共有します。

国内・海外ニュース
ツールや

テクノロジーの最新情報、
開催直前概況・

事後レポートなどを
紹介します。

コラム
幅広い視野と独自の視点、

経験をもつ
著名人が執筆します。

インタビュー
リアルコミュニケーションを

楽しくをテーマに
話題の方々ほか、イノベーター、

イベントマーケター、
主催者の声を収録。

調査・レポート
効果測定や開催状況の集計、

効果最大化の手法など、
face to faceを科学する
レポートをお届けします。

（公財）東京観光財団が運営する、東京のユニークベニュー施設を紹介する
webサイト（PDFパンフレットも掲載）

国立新美術館
休館日を利用しエントランスホール（2,700m2）や野外テラスでレセプションや
イベントを開催する施設貸出を実施。10～20時の１時間あたりの使用料金は33万円（税込）。

TOKYO UNIQUE VENUE SHOWCASE EVENT 2024

特別体験で
エンゲージメントを高める
国立新美術館
（公財）東京観光財団は2024年11月12日、「TOKYO UNIQUE VENUE SHOWCASE 
EVENT」を国立新美術館で実施した。吹き抜けの１階ロビーをイベント会場へと転換。美術館の
空間活用の魅力体感をMICE関係者300名に提供した。

●東京都のユニークベニュー会場設営支援

助成対象 ユニークベニューにおいてレセプション、商品発表会等のイベントを開催する主催者
対象経費 ⑴会場借上費

⑵会場備品リース料
⑶機材費
⑷装飾費
⑸その他特に必要と認められる経費

助成金額 イベント等を開催する場合に必要となる会場設営経費の3分の２
1件あたり上限1,500万円

＊表は、（公財）東京観光財団の令和6年度助成金制度より抜粋（R6年度の募集は終了済）

●ユニークベニュー施設情報


